陳述書
１　私は、被告乙川次郎と学生時代からの知人であり、社会人になってからも親しく交際していました。乙川次郎のことは、いつも「乙川」と呼んでいましたので、以下では、そのように呼ばせていただきます。
令和７年１月下旬頃、乙川から「事業資金が一時的に不足しており、急ぎでお金を貸してもらえないか」との相談を受けました。
私は当時、手元に余裕資金があったため、返済期日を明確にすることを条件に、金銭を貸すことにしました。
２　令和７年２月１日、私は乙川に対し、現金３００万円を貸し付けました。貸付けは私の自宅で行い、乙川が金額を確認したうえで受け取りました。なお、この貸付にあたり、乙川は「必ず年内には全額返す」と明言していました。
貸付当日は、借用書を作成しようと提案しましたが、乙川が「信頼関係のある間柄だから」と述べ、借用書の作成を断ったため、私はやむを得ず書面を交わさないまま貸付を行いました。
３　令和７年１２月１日、私は乙川に対して「約束の返済期日が近づいているが、準備はできているか」と確認しました。すると乙川は、「今、資金繰りが苦しく、もう少し待ってほしい」と述べたため、私は年末までは待つことにしました。しかし、年が明けても返済がなかったため、令和８年１月上旬に再度返済を求めました。
４　令和８年１月１０日頃、私が改めて返済を求めたところ、乙川は突然、「自分が借りたのは１５０万円だけで、もう返済した」と言い出しました。
私は非常に驚きました。これまでのやり取りの中で、乙川が１５０万円しか借りていないと言ったことは一度もなく、返済をしたという話も全く聞いていません。また、乙川からは１５０万円の返済金など一切受け取っていません。
５　私は、乙川に対して何度も話し合いを試みましたが、乙川は「借りていない」「返した」と主張を変えませんでした。このままでは返済を受けられないと判断し、やむを得ず、●●地方裁判所に貸金返還請求訴訟を提起しました。
６　私は、長年の知人を信頼して貸したお金であり、このような形で争いになってしまったことを非常に残念に思っています。貸した金額は確かに３００万円であり、返済は一度も受けていません。
以上の経緯を明らかにするため、本件訴訟において真実をお話ししたいと考えております。
令和８年７月１５日
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